
○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　corekidsコアキッズ

○保護者評価実施期間 令和８年２月１日 ～ 令和８年３月１５日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 47名 41名

○従業者評価実施期間 令和８年２月１日 ～ 令和８年２月１５日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 8名 8名

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年４月２４日

事業所の強み（※）だと思われること
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等
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事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等
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※より強化・充実を図ることが期待されること

多職種による専門的な支援

公認心理師,言語聴覚士,保育士,社会福祉士,幼稚園,小
学校教員免許保持者等の専門職がそれぞれの見識か
ら本人や家族に寄り添った相談援助や支援を行って
います
就学前の引き継ぎや育児相談に対して専門的な見地
から相談援助を行っています

ガイドラインに沿った具体的な計画作成と,ニーズに
応じた面談体制をさらに充実させます

保護者との密な連携（連絡帳やLINE） 連絡帳,LINE,送迎時の対面,お電話によるやり取りな
ど,複数の手段で細やかに状況を共有しています

利用に関するご連絡やお子様の様子など,内容や緊急
性によっても対応の仕方を適宜検討,変更していきま
す

子どもの主体性を尊重した環境づくりと安全管理

あえて強制力の強い固定的な枠組みは持たず,遊びや
素材を子ども自身が選択できる環境を保障していま
す
また,些細なヒヤリハットも集計・対策を話し合い,安
全向上に努めています

現場経験豊富な保育士,幼稚園教諭が中心となり,主
体的に参加したくなる集団遊び共同制作などを提案
する中で,集団活動に参加,充実感をもてるよう支援
します

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

階段や立地などの物理的構造の制約

 2階という立地や,低年齢児(1歳半等)にとって幅の広
い階段の構造など,物理的な制約があります
物理的な施設構造の制限により,階段昇降時などの安
全性確保をソフト面(職員の見守り)に依存せざるを得
ない状況です

階段昇降時の1対1の介助と見守りを徹底し,有事に備
えた避難経路の確認を継続的に実施します

職員間の直接的な情報共有時間の不足
職員の勤務シフトのずれ(開始・終了時間の違い)によ
り,全員が揃って直接振り返りを行う時間の確保が難
しくなっています

現在は共有ノートでの伝達が主ですが,今後は,全体
会議の時間を増やすことを検討し,より密なチーム支
援体制を構築します

地域交流機会の限定的な状況
プライバシー保護やニーズの観点から、地域住民を
招くような積極的な交流は行っていません

公園や公共施設利用時のスタッフによる積極的な挨
拶や清掃活動を通じ,良好な地域関係を維持します
保護者の要望に応じて交流の在り方を検討していき
ます

○ 分析結果


